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　今年度も考古学研究室紀要 （第９号）を発刊いたします。論文を投稿いただいた 

真木大空氏、名村威彦氏はともに大学院博士課程前期に在学している大学院生で、

卒業論文をまとめて公表してくれました。考古学研究室 OB の今福拓哉氏には、大

学院在学中に行った研究の成果を掲載していただきました。また、村田晋氏は考古

学研究室紀要第６号に掲載した「三次市吉舎町海田原20号墳の測量調査」の続編を

投稿いただきました。自身の考えを一部修正されつつも吉備地方周辺の帆立貝形古

墳の研究を進めておられます。就職されてから多方面での活躍を感じます。なお、

客員准教授のウェルナー・シュタインハウス氏には英文要旨の校正をしていただき

ました。最後に考古学研究室50周年の記念事業を終えたことを報告いたしました。

　考古学研究室では、 東広島市スクモ塚古墳群の発掘調査を開始しました。今後、 安

芸地方における前方後円墳の動向について再検討を加えていきます。発掘調査の成

果も掲載していければと考えております。広島大学考古学研究室のホームページも

あわせてよろしくお願いいたします。 (H.N.）
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